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介護保険事業特別会計
予算額　3億9,410万円

介護保険制度の経費です。介護サービ
ス費の本人負担を除いた費用を事業者
に支払います。

老人保健特別会計
予算額　7億4,190万円

70歳以上の人の医療費を支出していま
す。

国民健康保険事業特別会計
予算額　4億8,250万円

自営業や退職された方の医療費を国と
加入者のみなさんで負担しあいます。

井川町診療所特別会計
予算額　2億1,080万円

町民の医療を担う中核施設としての診
療所の予算です。

特別会計と企業会計の予算で

す。

国保や下水道など特定の事業

に関する運営経費をまかなうの

が「特別会計」。井川町には８つ

の特別会計があります。

その事業のみで独立採算を図

る「企業会計」。水道事業がこれ

に当たります。

平成14年度一般会計予算�平成14年度一般会計予算��
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平
成
十
四
年
度
の
予
算
と
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
年
も
、
予
算
の
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
大
ま
か
な
事
業
の
内
容
と
予
算
を
合
わ
せ
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
二
十
七
億
円
。
昨
年
度
当
初
に
比
ベ

五
・
五
％
の
減
で
す
。
悪
化
す
る
経
済
状
況
を
反
映
し
町
税
が
落
ち

込
ん
で
い
る
ほ
か
、
地
方
交
付
税
や
起
債
制
度
の
見
直
し
、
公
共
事

業
の
十
％
削
減
な
ど
が
行
わ
れ
、
本
町
の
場
合
、
一
億
五
千
八
百
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
は
二
十
五
億
六
千
百
九
十
万
円
、

水
道
会
計
が
一
億
三
千
五
百
二
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
効
率
的
な

行
政
と
秩
序
あ
る
財
政
運
営
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
使
わ
れ
ま
す
。

振
興
計
画
の
基
本
理
念
「
美
し
い
ま
ち
、
楽
し
い
ま
ち
、
健
康
な
ま
ち
」

を
目
指
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
町

政
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

行
政
経
費
の
徹
底
的
な
削
減
、
重
点
的
な
投
資
、
日
常
的
な
行
政
改
革

を
進
め
、
時
間
外
勤
務
管
理
の
徹
底
、
町
民
プ
ー
ル
の
廃
止
、
敬
老
年
金

条
例
の
廃
止
や
補
助
金
等
、
痛
み
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
て
も
見
直
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
自
治
意
識
の
高
揚
と
、
広
報
、
広
聴
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
厳

し
い
経
済
、
財
政
状
況
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
実
効
の
あ
る
町
政
運
営
に
自
治

意
識
の
確
立
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
町
民
自
ら
が
行
う
こ
と
、
行
政
が
担

う
べ
き
も
の
な
ど
役
割
分
担
を
徹
底
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
情
報
の
提
供
、

民
意
の
反
映
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
村
合
併
問
題
の
動
向
は
、
二
十
年
先
、
三
十
年
先
、
自
分
の

住
む
地
域
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
直
結
す
る
重
要
な
問
題
で

す
。
第
一
番
に
住
民
自
ら
が
決
す
べ
き
問
題
で
す
。
今
年
の
町
づ
く
り
懇

談
会
で
は
、
合
併
問
題
を
主
テ
ー
マ
に
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
町
長
基
本
方
針
よ
り
一
部
要
旨
）

自
ら
考
え
主
体
と
な
っ
て
参
加
す
る�
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介護認定事業特別会計
予算額　4,504万円

介護保険制度の要介護認定を行うため
の経費を支出します。

介護サービス事業特別会計
予算額　2億6,160万円

特別養護老人ホーム、ショートスティ、
ディサービスなどの介護サービスの委
託料です。

下水道事業特別会計
予算額　3億7,300万円

今年度は小泉・宇治木地区の工事を予
定しています。

農業集落排水事業特別会計
予算額　5,300万円

処理場の工事を行います。
平成14年4月供用開始です。

水道事業会計
収益的支出　1億3,522万円
資本的支出　1億7,245万円

安心して飲める水を供給するための予
算です。小泉・宇治木地内の老朽管の
更新等配水管を整備します。

平成14年度一般会計予算�平成14年度一般会計予算�平成14年度一般会計予算�

町税町税�
4億1,4471,447万円万円�
15.415.4％�

地方交付税地方交付税�
1313億7,9257,925万円万円�

51.151.1％�

町債町債�
3億2,2002,200万円万円�
11.911.9％�

町税�
4億1,447万円�
15.4％�

民生費民生費�
5億1,0201,020万円万円�
18.918.9％�

農林水産費農林水産費�
2億9,8299,829万円万円�
10.910.9％�

教育費教育費�
3億275275万円万円�
11.211.2％�

公債費公債費�
4億2,2072,207万円万円�
15.615.6％�

総務税�
3億6,445万円�
13.5％�

土木費�
3億2,700万円�
12.1％�

総務税�
3億6,445万円�
13.5％�

民生費�
5億1,020万円�
18.9％�

衛生費衛生費�
1億9,2529,252万円万円�

7.17.1％�

衛生費�
1億9,252万円�

7.1％�
農林水産費�
2億9,829万円�
10.9％�

土木費�
3億2,700万円�
12.1％�

教育費�
3億275万円�
11.2％�

公債費�
4億2,207万円�
15.6％�

その他その他�
10.710.7％�
その他�
10.7％�

地方交付税�
13億7,925万円�

51.1％�地方税（4.9％）�
地方譲与税　　　　　　4,500万円�
利子割交付金　　　　　 500万円�
地方消費税交付金　　　5,300万円�
自動車取得税交付金　　1,800万円�
地方特例交付金　　　　1,000万円�
交通安全対策特別交付金  90万円�

議会費　　　 8,840万円�
労働費　　　 224万円�
商工費　　　 364万円�
消防費　　　1億3,993万円�
災害復旧費　 4,694万円�
予備費　　　 500万円�

その他（7.5％）�
分担金及び負担金　1,509万円�
使用料及び手数料　7,594万円�
財産収入　　　　　2,103万円�
寄付金　　　　　　1,500万円�
繰入金　　　　　　2,289万円�
諸収入　　　　　　5,357万円�

国庫支出金�
1億1,365万円（4.2％）�

町債�
3億2,200万円�
11.9％�

歳入・歳出　27億円�
【歳入】�
町税→皆さんが町に納める税金�
�
地方交付税→所得税など国が徴収した税

金の中から、町の財政状況に応じ
て交付されるお金�

�
国・県支出金→事業など特定の目的の財

源として国や県から交付されるお
金�

�
財産収入→基金積立金の利子、宅地分譲

をするお金など�
�
町債→大きな事業を行うため国などから

借り入れるお金�
�
地方譲与税→自動車重量税の一部で、国

税として徴収し、町へ譲与される
お金�

�
使用料・手数料→有線放送使用料や各施

設の使用料、住民票などの交付手
数料など�

�
分担金・負担金→保険料など特定の利益

を受ける人から徴収するお金�
�
�
【歳出】�
議会費→議会運営のために使うお金�
�
総務費→町税徴収、庁舎管理、選挙、統

計、広報活動など町の総括的な
事務に使うお金�

�
民生費→福祉サービス、国民年金、保育

所などの運営に使うお金�
�
衛生費→診療等の保健活動、環境衛生、

清掃などのために使うお金�
�
農林水産業費→農林道整備、営農活性化

国花苑管理などに使うお金�
�
土木費→道路、河川、住宅管理、宅地分

譲などに使うお金�
�
教育費→幼稚園、学校運営の費用や公民

館、体育館、給食センターなど
教育関係に使うお金�

�
公債費→町債の返済金（一部は、国から

交付税として補助があります）�

用語をチェック�

県支出金�
1億3,515万円（5.0％）�

歳入�歳入�

歳出�歳出�
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自
然
と
調
和
し
な
が
ら

快
適
に
暮
ら
す
環
境
づ
く
り

水
清
ら
か
に

住
み
よ
く
や
す
ら
ぐ
ま
ち
づ
く
り

●第三回彫刻コンクールを実施し、入賞作品を日本

国花苑に設置します。

（２,０８８万円）

●役場庁舎、公民館、定住促進センターなど公共施

設のバリアフリー化を進めます。

（４,３１７万円）

●住民基本台帳ネットワークシステムが構築され、

住民票の交付等の手続きが簡素化され、広域交付

できるようになりました。

（５９４万円）

●町内の街灯を10基新設し、公告用掲示板と５カ所

にカーブミラーを設置します。

（１２２万円）

●井川さくら駅の南側駐車場に街灯を設置します。

（７６万円）

●さくら駅団地の３区画を買戻します。

（１,９５９万円）

●町道の坂本井内線の450 ㍍について改良舗装等を

行います。

（１億６３８万円）

●道路及び側溝の悪いところを計画的に改良しま

す。

（５４８万円）

●西保育園跡地に整備している小今戸運動広場が完

成します。

（８９７万円）

●ＥＭバケツやコンポスターの購入費を補助。また、

ＥＭぼかしの無料配付などを行い、ごみ減量やリ

サイクル意識を高める一助とします。

（３０万円）

●し尿の処理を行っている八郎潟町・井川町衛生処

理施設組合の負担金を支払います。

（２,２９６万円）

●消防施設は、消火栓、軽量ホース、消火水嚢、団

旗セット等を購入、設置します。

（２９０万円）

●広域消防署、斎場などの管理運営費として湖東地

区行政一部事務組合へ負担金を支払います。

（１億４,４６０万円）

●下水道工事は小泉、宇治木地区を予定しています。

管路や中継ポンプ等の設置が中心で、14年度で完

成の見込みです。

（３億７,３００万円）

●葹田地区の農業集落排水事業は、４月１日から供

用開始となります。今年度は処理場機能の調整、

中継ポンプ等の設置を行います。

（５,３００万円）

●下水道整備率は、農業集落排水事業も含めると15

年３月末で98％に達する見込です。15年度に大野

地地区を整備します。

●上水道は新間地内国道横断配水管を整備し、小泉、

宇治木地内の老朽管を更新します。

（７,２４５万円）

彫刻コンクールの受賞作品８点が実制作され、日本国花苑に設置
されています。自然と文化が調和したやすらぎの空間をつくって
います。

下水道の整備率は98％に



5

少
子
高
齢
社
会
を

安
心
し
て
、
健
康
に
す
ご
す

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

人
す
こ
や
か
に

い
き
が
い
育
む
ま
ち
づ
く
り

●特別養護老人ホーム「さくら苑」に下水道を接続

し、車庫を建設します。

（１,０６８万円）

●高齢者ができる限り寝たきりなどの要介護状態に

ならないように、また、介護が必要になった高齢

者の家庭での生活を支援するために、次のような

事業を行います。

◇生きがい活動支援通所事業

◇生活管理指導員派遣　◇配食サービス

◇軽度生活援助　◇家族介護用品支給事業

◇介護者交流会　◇外出支援サービス　他

（５１６万円）

●在宅の障害者や知的障害者の生活を支援するた

め、ホームヘルパーの派遣やデイサービスなど、

生活援助サービスを提供します。

（３５５万円）

●養護老人ホームに入所している人の費用を支出し

ます。（入所者本人と扶養義務者は所得に応じた

費用負担があります）

（１,６４０万円）

●身体障害者施設に入所している人の費用を支出し

ます。（入所者本人と扶養義務者は所得に応じた

費用負担があります）

（２,２２０万円）

●身体に障害のある方を舗装具の給付、日常生活用

具の給付、身障者手当、更生医療給付など援助し

ます。

（３８８万円）

●長寿をお祝いするため、満80歳となったときの敬

老祝い金、傘寿・米寿・卒寿・白寿の節目にお祝

い品、金婚者に記念品を贈り、また、一人暮らし

の高齢者を扶助します。

（３１８万円）

●各施設の委託

◇老人福祉センター運営　　　　　 ９４１万円

◇ケアハウスの運営　　　　　　　２,０２７万円

◇社会福祉協議会運営　　　　　　１,１６９万円

◇在宅介護支援センターの運営　　 ３６８万円

●児童を養育する人に、小学校に入学する前月分ま

で児童手当てを支給します。

（１,８５５万円）

●乳幼児に対する医療費の助成を未就学児に行い、

子育ての費用軽減と健康づくりを支援します。

（４,７７０万円）

●循環器健診、大腸がん、胃がん、肺がん、婦人科

のがんなど各種検診の充実、その事後指導になお

一層力を入れて、町民の健康づくりを進めていき

ます。

（２,４０２万円）

●乳幼児・お母さんの検診、結核予防のための検診、

インフルエンザ予防接種などを行います。

（７６１万円）

●７０歳以上（６５歳以上で障害認定を受けた人も

含む）の人の医療費を支出しています。

（７億４,１９０万円）

幼児とお母さんたちが自由に交流する「わいわい広場」
地域での子育てを支援するためにいろいろな制度があります。

それぞれの健康づくりを支援
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学
校
・
家
庭
・
地
域
の

つ
な
が
り
の
な
か
で
育
む

教
育
の
広
が
り

心
豊
か
に

個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

●小学校の机やいす、給食用のテーブルを木製品に

替え、空調用ダクトを清掃します。

（５０８万円）

●中学校の各教室のカーテンを修繕します。

また、美術、技術室の屋根、外壁を改修します。

（６３８万円）

●小・中学校の児童生徒に対する英語指導と地域に

おける国際理解を推進するため、外国語指導助手

を配置します。

（４２５万円）

●こどもセンター園児と小学生の登下校時の交通を

確保するため、業者に委託してスクールバスを運

行します。

（１，５６５万円）

●有用な人材の育成と大学進学など就学による経済

的負担を軽減するため奨学資金を貸与します。

（３００万円）

●洲崎遺跡の案内板を設置します。

（７２万円）

●町民に広く学ぶ機会を提供するために各種講座・

教室、講演会などを開催します。

（１７０万円）

●リーダー養成キャンプやさまざまな体験学習、地

域活動などを行い、子どもたちの健やかな成長と

郷土を愛する心を育てます。

（１２４万円）

●小泉、中下村、大野地分館を改築します。

（４,４４２万円）

●井内分館を改築し、集落排水事業の供用開始に伴

い各分館のトイレを水洗化します。

（２,０３８万円）

●町民が体育・スポーツを楽しむため、各種スポー

ツ教室、スポーツ大会を開催します。

（２３４万円）

●町民球場のバックネット支柱の補修、フェンス基

礎・塗装工事、スキー場の入口等を整備します。

（４８２万円）

●芸術文化協会、婦人会、若妻会、体育協会、スポ

ーツ少年団本部、桜爛太鼓などに団体育成と活動

の充実をはかるため補助します。

（１８７万円）

●老朽化のすすんでいる町営プールを廃止し、小学

校のプールを一般に開放します。

子どもからお年寄りまで町内会総出でクリーンアップ。地域の中
で子どもたちは、学校とは別の友だち、大人やおじいさん・おば
あさんなどと交流し、ふれあいながら育っていきます。

●
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
学
童
保
育

日
中
、
家
に
帰
っ
て
も
大
人
が
仕

事
な
ど
で
い
な
い
家
庭
の
小
学
校
低

学
年
の
児
童
を
対
象
に
、
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
で
学
童
保
育
を
行
い
ま
す
。

★
利
用
時
間

平
日
　
放
課
後
午
後
６
時
30
分
ま
で

土
曜
日
・
長
期
休
業
日

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

★
会
費
　
お
や
つ
代
と
し
て

月
額
　
５
、
０
０
０
円

★
詳
し
い
内
容
は
、
教
育
委
員
会
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
自
主
学
習
を
お
手
伝
い

土
曜
日
に
、
学
校
や
公
民
館
に
非

常
勤
職
員
を
配
置
し
、
自
主
学
習

を
望
む
子
ど
も
た
ち
に
学
習
の
場

を
提
供
し
ま
す
。

●
児
童
館
、
地
区
集
会
所
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た
。

★
火
〜
金
曜
日
　
午
後
１
時
〜
６
時

★
土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

★
日
曜
日
・
月
曜
日
　
休
館

★
春
・
夏
・
冬
休
み
の
長
期
休
業
中

の
火
〜
金
曜
日
は
、
午
前
10
時
か

ら
の
開
館
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
10
月
か
ら
２
月
ま
で
は
、

い
ず
れ
も
午
後
５
時
で
閉
館
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

４分館を建設
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農
業
を
支
援

希
望
を
も
っ
て
生
き
る

活
力
あ
る
町

緑
さ
わ
や
か
に

発
展
培
う
ま
ち
づ
く
り

●老朽ため池・分水堤（日本国花苑）を整備するた

めに調査を行います。

・憩の森を整備します。（緊急雇用対策）

・大関尻潟端地区排水路整備の負担をします。

（５１０万円）

●ふるさと農道整備事業として小今戸地区の道路

200ｍを拡幅整備します。

( ５,００９万円）

●浜井川ほ場整備事業地区内の幹線道路整備の負担

をします。

（２,２１５万円）

●東部ほ場整備事業は、高速道路の西側、町道新坂

線南側の河川改修を含む面的工事を行います。

（１,１３６万円）

●平成９年に建設したＪＡカントリー建設事業へ補

助します。

（１,０７９万円）

●転作面積は３４３㌶です。町単独の助成を行い農

家の経営安定に努めます。

◇国の基準は４㌶以上ですが、本町独自に 0.5㌶以

上を転作団地と位置づけ、団地化を促進していき

ます。

（１,２２９万円）

◇稲作農業から脱却するため、野菜、花き、大豆

麦、そばなど、産地形成に取り組む販売農家及び

集落に助成します。

（１,４６３万円）

●集落ぐるみで多面的機能の確保などに取り組ん

だ、中山間地の農地に補助をします。

（５９４万円）

●大豆用コンバインの導入に補助します。

（６８０万円）

●松くい虫を防除するために、薬剤散布や被害木の

焼却処理、樹木注入施工などを行います。

（５９７万円）

政
界
、
経
済
界
の
不
正
や
混
乱
、

更
に
は
官
界
ま
で
が
加
わ
っ
て
、

モ
ラ
ル
の
退
廃
は
極
ま
っ
た
感
が

あ
る
。
景
気
は
停
滞
し
、
世
相
は

荒
れ
、
こ
の
国
の
惨
状
は
目
を
お

お
う
ば
か
り
だ
。
こ
う
し
た
中
で

新
年
度
が
始
ま
っ
た
。
町
政
は
気

分
を
一
新
し
、
希
望
を
持
っ
て
着

実
に
前
進
し
た
い
。

新
年
度
の
最
大
の
テ
ー
マ
は
町

村
合
併
問
題
に
尽
き
る
。
田
植
え

の
後
に
開
催
す
る
町
づ
く
り
懇
談

会
で
は
自
ら
の
問
題
と
し
て
議
論

を
願
い
た
い
。
県
が
提
示
す
る
案

は
秋
田
市
、
男
鹿
市
、
河
辺
郡
、

南
秋
田
郡
を
一
市
に
す
る
の
だ
が
、

果
た
し
て
ど
う
か
。
私
見
だ
が
、

共
同
体
と
し
て
住
民
の
一
体
感
、

納
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
範
囲
、
財
政
的
に
よ
り
強
固

に
な
り
得
る
か
な
ど
、
自
治
が
機

能
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
は

現
実
性
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

規
模
は
最
大
限
で
見
て
、
湖
東
五

町
が
可
能
な
範
囲
と
し
て
も
財
政

的
に
は
こ
の
場
合
で
も
年
間
二
億

円
余
り
の
固
定
費
の
か
か
り
増
し

と
な
る
。
た
だ
、
25
〜
30
年
後
に

は
こ
の
地
区
は
現
状
の
ま
ま
で
推

移
す
れ
ば
人
口
は
40
㌫
前
後
の
減

少
と
な
り
、
本
町
の
場
合
で
も
４

６
０
０
〜
４
９
０
０
人
位
に
な
る
。

合
併
の
意
義
は
こ
う
し
た
状
況

を
ふ
ま
え
将
来
像
を
ど
う
描
く
か

の
一
点
で
、
今
す
ぐ
に
合
併
し
な

け
れ
ば
町
が
立
ち
行
か
な
く
な
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
当
然
、

し
か
る
べ
き
時
期
に
現
実
的
な
合

併
を
選
択
す
る
こ
と
は
避
け
て
は

通
れ
な
い
と
思
う
。
以
上
は
私
見

で
、
こ
れ
に
固
執
す
る
心
算
も
な

い
。
た
だ
、
合
併
を
見
据
え
な
が

ら
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
は
よ
り
徹

底
し
て
参
り
た
い
。

年
度
開
始
早
々
に
は
循
環
器
健

診
が
行
わ
れ
る
。
半
減
し
た
脳
卒

中
の
減
少
は
横
ば
い
と
な
り
、
若

年
層
で
の
散
発
が
目
立
つ
。
肥
満

も
増
え
て
い
る
。
受
診
者
も
停
滞

気
味
だ
。
今
年
は
健
診
開
始
以
来

40
周
年
を
迎
え
る
が
、
こ
う
し
た

状
況
を
打
破
す
る
契
機
と
し
た
い
。

高
齢
化
社
会
で
は
健
康
こ
そ
優
先

順
位
で
第
一
番
だ
ろ
う
。
六
月
に

は
40
周
年
記
念
式
典
を
行
い
、
よ

り
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
を
目
ざ

す
こ
と
と
し
た
い
。

学
校
週
休
二
日
制
や
男
女
共
同

参
画
を
支
援
す
る
た
め
子
ど
も
セ

ン
タ
ー
で
の
学
童
保
育
を
組
織
的

に
行
う
。
社
会
で
活
動
す
る
意
志

と
能
力
の
あ
る
女
性
を
積
極
的
に

支
援
す
る
こ
と
は
時
代
の
要
請
だ

ろ
う
。
女
性
の
奮
起
を
期
待
す
る

と
同
時
に
男
性
の
意
識
改
革
に
迫

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
自
覚
も
ま
た

必
要
だ
。
前
途
に
は
多
く
の
課
題

が
山
積
み
し
て
い
る
が
、
町
民

共
々
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ

て
着
実
に
前
進
を
続
け
た
い
。

町
長
日
記
抄

齋
　
　

藤
　
　

正
　
　

　�
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町
の
健
診
（
循
環
器
健
診
、
胸
部
総
合
検
診
、
大
腸
が
ん
・

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
、
歯
科
検
診
）
が
始
ま
り
ま
す
。

今
年
は
４
月
17
日
か
ら
25
日
ま
で
で
す
。

循
環
器
健
診
で
行
わ
れ
る
検
査
は
、
問
診
、
胸
部
Ｘ
線
、
血

液
、
心
電
図
、
体
脂
肪
測
定
、
血
圧
測
定
、
眼
底
検
査
、
そ
れ

に
医
師
に
よ
る
総
合
判
定
、
栄
養
指
導
な
ど
で
す
。

そ
れ
に
、
全
て
の
人
が
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
日
に

摂
っ
た
塩
分
量
と
腎
臓
の
機
能
が
分
か
る
二
十
四
時
間
蓄
尿
検

査
、
40
代
、
50
代
の
男
性
が
対
象
の
二
十
四
時
間
心
拍
検
査
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
、
今
年
は
「
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
」
の
検
査
も
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
と
い
う
名
前
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
文
字
ど

お
り
、「
睡
眠
中
に
呼
吸
が
止
ま
る
病
気
」
で
す
。「
大
き
な
い

び
き
を
か
く
」「
朝
起
き
づ
ら
か
っ
た
り
昼
間
に
眠
気
が
強
く

な
る
」
な
ど
の
症
状
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
太
り
気
味
の
男

性
に
見
ら
れ
ま
す
。
自
分
で
は
あ
ま
り
た
い
し
た
こ
と
が
な
い

と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
呼
吸
が
止
ま
っ
て

い
る
間
は
脳
が
酸
欠
状
態
と
な
り
、
深
い
睡
眠
が
と
れ
な
い
状

態
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
状
態
が
長
く
続
く
と
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
体
に
負
担
が
か
か
っ
て
く
る
の
で
す
。
今
年
の

循
環
器
健
診
で
は
、
こ
う
し
た
症
状
の
強
い
方
の
中
か
ら
検
査

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
つ
も
行
っ
て
い
る
検
査
で
す
が
、
例
え
ば
、
糖
尿
病
に
関

す
る
検
査
で
は
、
血
糖
値
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Alc
（
過
去
一
カ
月

く
ら
い
の
血
糖
値
）、
イ
ン
ス
リ
ン
（
す
い
臓
か
ら
で
る
ホ
ル

モ
ン
）、
15
Ａ
Ｇ
（
２
、
３
日
前
の
血
糖
値
）
な
ど
を
調
べ
ま

す
の
で
、
前
日
の
食
事
な
ど
に
左
右
さ
れ
な
い
、
し
っ
か
り
し

た
結
果
が
出
ま
す
。

い
き
い
き
と
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
健
康
が
第

一
。
ま
ず
は
健
康
診
断
を
受
け
、
自
分
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り

を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

春一番に健康チェック�

循環器健診・各種検診�循環器健診・各種検診�循環器健診・各種検診�
４月17日～25日�

今
年
も
健
診
を
受
け
ま
す
。

毎
日
を
い
き
い
き
過
ご
す
た
め
に
も

健
康
で
い
た
い
。

年
に
一
度
、
必
ず
健
診
を
受
け
て

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

イ
チ
ゴ
ー
エ
ー
ジ
ー

伊藤新蔵さんご一家
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健診�
送迎バスが出ます�
　循環器健診の期間中、対�
象町内に送迎バスがでます。�
運行経路は健診のお知らせ�
とともに各家庭に配布しま�
すので、どうぞご利用くだ�
さい。�

健診�
は
　

健
康
づ
く
り
　

の�

　
　
　
　
　
第
一
歩� 　　　　　役場健康課�

　　　　　0874-4417　有線4432�
　　　　　健康センター�
　　　　　0874-3300　有線4455�

　※健診期間中のお問い合せは、�
　　環境改善センター臨時有線�
　　4415へご連絡ください。�

問合せ�

町の健診（循環器健診・胸部総合検診・大腸がん検
診・婦人科検診・歯科検診）がはじまります。今年は
４月17日から25日までです。
健康が第一。健康診断を受け、自分にあった健康づ
くりを始めませんか。

今年の循環器健診重点地区は、街道、田中、中下村、
小竹花、海老沢町内です。
この地区の30歳以上の方は、職場等で受けていても
ぜひ、町の健診も受けましょう。

期　日� 受付時間�

午前８時～午前11時�
午後１時～午後３時�

休　　　　診�

午前８時～午前11時�
午後１時～午後３時�

環境改善�
　　　センター�

環境改善�
　　　センター�

午前８時～午前11時�

健診会場�

17日（水）�

18日（木）�

19日（金）�

20日（土）�

21日（日）�

22日（月）�

23日（火）�

24日（水）�

25日（木）�

永年勤続功労章

消防庁長官表彰

伊藤甚一さん
（上　村）

功　績　章

日本消防協会表彰

中山金四郎さん
（小今戸）

勤　続　章

石井勇一さん
（八　幡）

五城目地区交通指導隊連合会表彰

北野健次さん
（街　道）

浅野周一さん
（今　戸）

渡部津代志さん
（小　泉）

長年にわたる消防団員とし
ての功績が認められ、平成13
年度の消防功労者として次の
方々が表彰されました。
消防庁長官より表彰された

伊藤甚一さんは昭和40年に消
防団員となり、平成12年に分
団長に就任、職務に精励され
てきました。
日本消防協会会長より功績

章を受章した中山金四郎さん
は、昭和37年に消防団員とな
り、平成６年に副団長、平成
13年、団長に就任されました。
また、勤続章を受賞した石井
勇一さん、浅野周一さん、渡
部津代志さんは昭和47年から
消防団員として職務に精励さ
れてきました。
みなさん、地域の安全のた

めに尽力されてこられまし
た。

北野健次さんは、五城目地
区交通指導隊連合会より表彰
されました。北野さんは、平
成11年に交通指導隊に就任。
以来、街頭での交通安全指導
などを中心に交通事故防止に
積極的に努めてこられまし
た。

表彰おめでとう！

皆さんのがんばりが
町の元気のもとです

消防功労

交通指導隊表彰
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見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
で
す
。

要
望
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
公

団
東
北
支
社
、
同
公
団
秋
田
工
事
事
務
所

に
要
望
書
を
提
出
す
る
な
ど
活
動
を
続
け

て
き
て
お
り
ま
す
。
公
団
側
か
ら
の
回
答

は
「
公
団
を
統
括
す
る
国
土
交
通
省
で
は

新
規
事
業
は
受
け
付
け
て
い
な
い
」「
他

か
ら
の
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
設
置
要
望
に
つ
い

て
も
凍
結
し
て
い
る
現
状
だ
」
な
ど
、
い

ず
れ
も
き
び
し
い
内
容
で
す
。
今
後
は
、

協
議
会
組
織
は
存
続
し
、
公
団
の
民
営
化

形
態
を
検
討
す
る
第
三
者
機
関
で
の
議
論

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
設
置
の
可
能
性
を
探

っ
て
い
き
ま
す
。

新
規
造
成
の
天
神
団
地
４
区
画
と
、
買

戻
し
に
よ
る
再
分
譲
の
さ
く
ら
駅
団
地
３

区
画
に
つ
い
て
、
２
月
20
日
に
分
譲
地
の

申
し
込
み
受
付
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
天
神

団
地
に
１
人
、
さ
く
ら
駅
団
地
に
５
人
の

希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
天
神
団
地
は
１
区

画
、
さ
く
ら
駅
団
地
は
抽
選
に
よ
り
希
望

の
あ
っ
た
２
区
画
の
分
譲
が
内
定
し
ま
し

た
。天

神
団
地
の
残
り
３
区
画
と
、
さ
く
ら

駅
団
地
の
１
区
画
に
つ
い
て
は
、
随
時
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
き
ま
す
。

玉
川
ダ
ム
の
余
裕
水
を
活
用
す
る
秋
田

中
央
圏
域
広
域
水
道
計
画
は
、
秋
田
市
と

報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

男
鹿
・
南
秋
地
区
の
広
域
ご
み
処
理
施

設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
天
王
町
・

昭
和
町
の
当
該
地
域
か
ら
出
さ
れ
た
要
望

事
項
に
つ
い
て
、
湖
南
地
区
衛
生
処
理
組

合
の
構
成
三
町
で
協
議
し
て
お
り
、
ま
と

ま
っ
た
時
点
で
、
広
域
協
議
会
に
提
出
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
準
備
室
を
立
ち
上
げ
、
新
た
な

組
合
を
設
立
し
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
、

環
境
ア
セ
ス
、
用
地
測
量
、
地
質
調
査
、

施
設
整
備
基
本
計
画
・
設
計
等
の
業
務
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
ご
み
処
理
施

設
整
備
に
係
る
調
査
・
設
計
業
務
委
託
費

に
約
１
億
５
０
０
０
万
円
程
度
を
要
す
る

見
込
み
で
す
。
今
後
、
各
市
町
村
ご
と
の

負
担
割
合
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
年
12
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
の
新
基

準
に
よ
り
、
可
燃
ご
み
を
秋
田
市
へ
処
理

委
託
す
る
方
向
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

高
速
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
関
係
３
市
12
町
と
バ
ス
事
業
者

で
組
織
す
る
「
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車

道
秋
田
県
区
間
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
協
議
会
」

を
中
心
に
、
設
置
に
向
け
た
要
望
活
動
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
政
府
が
進
め
て

い
る
特
殊
法
人
改
革
に
よ
る
日
本
道
路
公

団
の
民
営
化
な
ど
に
よ
り
、
現
時
点
で
は

土
地
利
用
型
農
業
活
性
化
対
策
は
、
米

の
計
画
的
生
産
と
水
田
に
お
け
る
大
豆
等

の
本
格
的
生
産
に
向
け
た
総
合
対
策
で

す
。
大
豆
の
作
付
け
は
、
作
付
面
積
の
拡

大
や
団
地
化
等
は
一
定
の
効
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
が
、
収
量
、
品
質
に
つ
い
て
は
目

標
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
の
転
作
面
積
は
、
市
町
村

間
の
格
差
是
正
に
よ
り
、
昨
年
よ
り
16
㌶

多
い
３
４
３
㌶
、
転
作
率
で
29
・
８
％
の

配
分
と
な
り
ま
し
た
。
水
田
農
業
推
進
協

議
会
、
生
産
組
合
長
会
議
の
結
果
を
踏
ま

え
、
水
稲
の
作
付
面
積
と
併
せ
て
通
知
し

ま
し
た
。
な
お
、
14
年
度
の
計
画
出
荷
数

量
は
、
昨
年
よ
り
１
６
５
６
俵
少
な
い
６

万
８
７
１
６
・
５
俵
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。昨

年
12
月
に
「
離
職
者
支
援
実
施
本
部
」

を
設
置
し
、
相
談
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
失
業
保
険
受
給
後
の
求
職
に
関
す

る
こ
と
等
３
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
ま
と
め
た
２

月
15
日
現
在
の
井
川
町
の
求
職
者
数
は
、

１
６
６
人
で
、
11
月
末
よ
り
16
人
増
え
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
各
関
係
機
関
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
相
談
活
動
を
継
続
し
、
情

●
離
職
者
支
援
対
策

●
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策

●
高
速
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
整
備
の
見
通
し

●
一
般
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
つ
い
て

●
秋
田
中
央
圏
域
広
域
水
道
計
画
の

進
捗
状
況

●
宅
地
分
譲
地
の
売
出
し
状
況

議�
　会�
議会３月定例会�

三
月
定
例
議
会
が
三
月
五
日
か
ら
十
四
日
ま
で

十
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
日
の
本
会

議
で
は
、
町
長
が
行
政
報
告
を
述
べ
た
後
、
二
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
案

件
は
平
成
十
四
年
度
当
初
予
算
、
条
例
の
改
正
、

平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
等
補
正
予
算
な
ど
四
十

四
案
件
。
予
算
特
別
委
員
会
な
ど
で
の
審
議
を
経

て
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
行
政
報
告
、
可
決
さ
れ
た
案
件
の
中
か

ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
政
報
告
要
旨
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学
校
低
学
年
を
対
象
に
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

で
学
童
保
育
を
実
施
す
る
。
②
学
校
や
公

民
館
に
非
常
勤
職
員
を
配
置
し
、
自
主
学

習
を
望
む
児
童
・
生
徒
へ
学
習
の
場
を
提

供
す
る
。
③
児
童
厚
生
員
を
配
置
し
て
い

る
児
童
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

地
区
集
会
所
を
土
曜
日
開
館
と
す
る
な
ど

の
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
営
プ
ー
ル
の
廃
止
に
伴
い
、
小
学
校

プ
ー
ル
を
は
じ
め
各
種
学
校
施
設
を
開
放

し
ま
す
。
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
と
し
て

さ
ら
に
町
民
の
交
流
が
可
能
と
な
り
、
不

審
者
の
進
入
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
を
、
諸
材
料
の
高
騰
か
ら

小
学
生
一
食
当
た
り
２
４
１
円
を
２
４
５

円
に
、
中
学
生
は
３
０
３
円
を
３
０
５
円

に
、
幼
稚
園
児
は
２
２
０
円
を
２
３
０
円

に
改
訂
し
ま
す
。

ま
た
、
狂
牛
病
へ
の
対
応
と
し
て
牛
肉

の
使
用
を
取
り
や
め
て
お
り
、
雪
印
乳
業

の
食
中
毒
事
件
や
雪
印
食
品
の
偽
装
牛
肉

事
件
等
に
よ
り
、
雪
印
製
品
を
別
メ
ー
カ

ー
製
品
に
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
ま
で
の
前
期
実
施
計
画
の

初
年
度
で
あ
る
13
年
度
実
績
見
込
額
は
、

当
初
計
画
額
の
８
・
６
％
減
と
な
る
１
３

億
９
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
住
み
よ
く
や
す
ら
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
８
・
２
％
減
の
１
１
億
８
０
０
０
万

円
で
す
。
高
速
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
関
連
事
業

す
。ま

た
、
資
金
管
理
に
関
わ
る
情
報
の
公

開
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
の
収
納
代
理
金
融
機
関
の
「
あ
き
た

湖
東
農
協
上
井
河
出
張
所
」
が
２
月
18
日

を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
、
業
務
を
井
川
支

所
が
継
承
し
ま
し
た
。
廃
止
に
よ
る
付
近

住
民
の
利
便
性
の
低
下
は
否
め
ま
せ
ん
。

取
り
扱
い
件
数
や
金
額
の
多
い
町
税
等
に

つ
い
て
、
郵
便
局
で
納
入
が
出
来
な
い
か

ど
う
か
、
局
と
細
部
に
わ
た
り
協
議
を
重

ね
て
お
り
ま
す
。

学
校
が
完
全
週
五
日
制
と
な
り
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
社
会
の
協
力
、
連
携
が
ま
す

ま
す
必
要
と
な
り
ま
す
。
土
曜
日
に
保
護

者
が
不
在
の
家
庭
も
あ
る
こ
と
か
ら
①
小

３
月
14
日
か
ら
、
大
阪
府
立
健
康
科
学
セ

ン
タ
ー
の
医
師
２
名
に
よ
り
受
診
勧
奨
の

た
め
の
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
循
環
器
健
診
に
併
せ
て
大
腸
が

ん
検
診
、
婦
人
科
検
診
も
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
循
環
器
疾
患
対
策
に
取
り

組
ん
で
か
ら
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の

成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
健
康
な
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
た
め
、
記
念
式
典
を
６
月

上
旬
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

４
月
か
ら
ペ
イ
オ
フ
が
解
禁
さ
れ
、
地

方
公
共
団
体
の
公
金
に
つ
い
て
も
元
本
１

０
０
０
万
円
と
そ
の
利
息
を
超
え
る
部
分

の
保
護
措
置
が
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
昨
年
10
月
に
「
井

川
町
ペ
イ
オ
フ
解
禁
へ
の
対
応
方
策
検
討

会
」
を
設
置
し
、
町
と
し
て
の
対
応
方
策

を
ま
と
め
ま
し
た
。
公
金
の
管
理
は
確
実

性
が
最
優
先
さ
れ
る
一
方
、
収
益
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
ペ
イ
オ
フ
解
禁
へ
の
対
応
は
、
継

続
的
な
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
た

め
の
体
制
整
備
を
図
り
、
全
庁
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
公
金
の
保
護

と
同
時
に
、
基
金
な
ど
制
度
の
目
的
と
す

る
政
策
効
果
が
阻
害
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮

し
ま
す
。
安
全
な
金
融
機
関
を
選
択
す
る

た
め
、
金
融
機
関
の
経
営
状
況
の
把
握
に

努
め
ま
す
。
な
お
、
損
失
補
填
の
具
体
的

な
対
応
と
し
て
、
預
金
と
町
債
（
縁
故
債
）

と
の
相
殺
や
指
定
金
融
機
関
の
担
保
拡
充

等
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま

南
秋
田
郡
７
町
村
、
雄
和
町
の
９
市
町
村

で
広
域
水
道
協
議
会
を
組
織
し
て
い
ま

す
。
コ
ン
サ
ル
業
者
に
予
備
調
査
を
委
託

し
て
平
成
32
年
度
を
目
標
年
度
と
し
、
将

来
人
口
及
び
使
用
量
の
推
計
、
事
業
形
態

及
び
事
業
費
、
コ
ス
ト
等
を
算
定
し
比
較

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
原
水

及
び
浄
水
、
各
水
道
事
業
体
へ
の
送
水
を

協
議
会
事
業
で
行
い
、
各
市
町
村
の
水
道

事
業
体
は
用
水
供
給
を
受
け
な
が
ら
配
水

施
設
整
備
の
み
を
単
独
で
行
う
、
用
水
供

給
事
業
案
が
最
も
現
実
的
と
い
う
結
果
が

出
て
お
り
ま
す
。

事
業
へ
の
参
加
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

市
町
村
が
用
水
供
給
案
で
の
参
加
に
同
意

し
て
お
り
、
事
業
費
の
負
担
状
況
に
よ
り
、

最
終
決
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
参
加

形
態
は
、
井
川
町
、
昭
和
町
、
五
城
目
町

は
将
来
不
足
が
予
想
さ
れ
る
水
量
で
参
加

し
、
そ
の
他
の
市
町
村
は
全
量
参
加
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

用
水
供
給
案
に
係
る
事
業
費
は
約
４
０

０
億
円
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
補
助
事
業

採
択
が
絶
対
条
件
と
な
る
こ
と
か
ら
、
早

期
に
国
、
県
へ
要
望
す
る
必
要
が
あ
り
、

現
在
秋
田
市
で
確
保
し
て
い
る
玉
川
の
余

裕
水
の
浄
水
供
給
を
連
名
で
要
請
し
て
お

り
ま
す
。

平
成
14
年
度
の
循
環
器
健
診
は
、
４
月

17
日
か
ら
25
日
ま
で
８
日
間
行
い
ま
す
。

重
点
地
区
は
、
街
道
、
田
中
、
中
下
村
、

小
竹
花
、
海
老
沢
町
内
で
す
。
当
地
区
で

●
循
環
器
健
診
等
に
つ
い
て

●
ペ
イ
オ
フ
解
禁
へ
の
対
応

●
完
全
学
校
週
五
日
制
と

学
校
給
食
費
を
値
上
げ

●
第
三
次
井
川
町
総
合
振
興
計
画

前
期
実
施
計
画

●
あ
き
た
湖
東
農
協
上
井
河
出
張
所

廃
止
に
伴
う
公
金
の
収
納
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費
等
に
よ
る
減
で
す
。「
生
き
が
い
育
む

ま
ち
づ
く
り
」
は
、
16
・
７
％
減
の
３
５

０
０
万
円
で
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事

業
（
ソ
フ
ト
事
業
）
な
ど
の
減
に
よ
る
も

の
で
す
。「
発
展
培
う
ま
ち
づ
く
り
」
は

10
・
１
％
減
の
６
２
０
０
万
円
、「
個
性

あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り
」
は
、
９
・
０
％
減

の
１
億
２
１
０
０
万
円
で
す
。

前
期
実
施
計
画
は
、
５
カ
年
で
４
３
億

１
７
０
０
万
円
の
投
資
を
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。

天
神
・
宇
治
木
間
で
工
事
を
進
め
て
お

り
ま
す
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
建
設
工

事
は
、
２
月
28
日
に
本
工
事
を
完
了
し
、

３
月
中
旬
に
完
了
確
認
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
４
月
１
日
に
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

工
事
の
発
注
状
況
で
す
。
新
屋
敷
運
動

広
場
整
備
工
事
は
、
７
０
３
万
５
千
円
で

町
内
業
者
に
、
小
今
戸
地
区
運
動
広
場
整

備
工
事
は
、
１
、
８
０
６
万
円
で
町
内
業

者
に
落
札
し
ま
し
た
。

■ 任期満了となった固定資産評価審査委員会委員に上村町

内の伊藤勝巳さんが再任されました。

■ 井川町敬老年金条例を廃止しました。

■ 建設から33年経過し、老朽化した町営プールを廃止しま

した。今後は、小学校のプールを開放します。

■ 平成13年度一般会計に 2,400万円追加し、予算総額を34

億2,200 万円としました。補正の主なものは、

・生活バス路線等維持費補助金　　662万円

・減債基金への積立金　　　　　6,600万円

・老人保健特別会計への繰出金　　200万円

・無人ヘリ導入事業補助金　　　　486万円

・道路新設改良費　　　　　　　1,110万円などです。

■ 国保事業、介護保険事業、井川町診療所、老人保健、下

水道事業、農業集落排水事業、介護サービス事業の７つ

の特別会計を決算を見込んで補正しました。

■ 水道事業会計を補正しました。収益的収支は決算を見込

んでのもので、資本的支出は、配水管敷設に係る道路復

旧費用、田代沢導水管の補強工事費などの追加です。

●
農
業
集
落
排
水
事
業

４
月
１
日
供
用
開
始

●
公
共
工
事
の
受
注
状
況

可決された
主な案件

日本国花苑に設置されている、第一回、第二回
彫刻コンクールの入賞作品の鑑賞会を行います。
桜の季節、日本国花苑に新たな風を吹きこんでい
る彫刻の数々をじっくり鑑賞してみませんか。

★日時 ４月27日、午前11時
★場所 日本国花苑　テニスコート前に集合
★講師 秋田大学　笠原幸生教授
★参加申込みは必要ありません。当日現地に集合
してください。

４月27日（土）

★彫刻鑑賞会　　　（11時～、国花苑内）

★ワークショップ　（13時30分）

「石ころたちの動物園」をつくろう

４月29日（月）

★全県選抜少年野球大会（９時、町民球場）

５月３日（金）

★歌と踊りの集い　　（10時、野外ステージ）

★ヤートセ秋田

★フリーマーケット　（10時、国花苑内）

５月４日（土）

★短歌大会（10時30分、定住促進センター）

彫刻鑑賞会

主�
な� イ�

ベ�
ン�

ト�
主�

な� イ�
ベ�

ン�
ト�

日本国花苑�

4月27日（土）～5月6日（月）�

フリーマーケット�
出店募集中�

日時　5月3日(木)�
場所　日本国花苑内�
出店申込み　井川町商工会へ�
　　　　　　(874-2305)
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【役場関係職員】
・総務課主事（税務課同）
・税務課主任（建設課主事）
・町民課主査（出納室同）
・情報課主任（公民館同）
・水道課係長（選挙管理委員会書記）
・出納室主任（総務課主事）
・農業委員会事務局次長兼産業課課長補佐

（公民館副館長）
・選挙管理委員会書記兼議会事務局次長

（農業委員会事務局次長）
・教育委員会事務局長兼公民館長

（情報課課長補佐）
・教育委員会主事（公民館主事補）
・公民館副館長（スポｰツセンタｰ係長）
・公民館主査（水道課同）
・公民館主事（町民課同）
・公民館主事（教育委員会同）
・スポーツセンター主事（公民館同）
・こどもセンター（幼）主査（保育園主任）
・こどもセンター（幼）主査（幼稚園同）
・こどもセンター（幼）主任（幼稚園同）
《昇格》
・議会事務局長（同事務局次長）
・総務課参事（同課長補佐）
・給食センター所長（同係長）
・税務課主任（同主事）
・健康課主任（同栄養士）
・産業課主事（同主事補）

・情報課主事（同主事補）
・給食センター主任調理員（同調理員）
《新採用》 調理員
《退職》 清掃センター業務係長

給食センター主任調理員
【井川小学校】

転入　校　長　　大　竹　　　東（豊 川 小）
教　諭　　玉　置　敏　彦（土 崎 小）

加　藤　　　明（合川西小）
近　江　美　歩（能代養護）

養護教諭　根布谷　寿美子（土 崎 小）
退職　校　長　　武　塙　悠　貮
転出　教　諭　　湊　　　弘　一（秋大付属小）

斎　藤　　　彰（旭 川 小）
佐　藤　英　悦（秋田養護）

養護教諭　渡　辺　伸　子（野 石 小）
【井川中学校】

転入　教　頭　　三　浦　雄　一（中央教育事務所）
教　諭　　三　浦　　　覚（琴 丘 中）

伊　藤　隆　一（花輪二中）
近　藤　謙　一（藤 里 中）
真　崎　敦　史（城 東 中）

養護教諭　伊　藤　孝　子（野 石 小）
転出　教　頭　　佐　藤　幹　雄（生涯学習センター）

伊　藤　　　覚（天 王 中）
阿　部　正　樹（山 王 中）

養護教諭　小　栗　道　子（鷹巣南小）

若 狭 善 友
半 田 一 博
二 田 清 子
小 林 夏 子
伊 藤 祐 子
伊 藤 　 修

八 柳 友 美

伊 藤 律 子

幡宮姫佐子
伊 藤 高 広
伊 藤 正 信
伊 藤 一 男
伊 藤 佳 子
森 田 陽 子
伊 藤 健 一
畠 山 紀 子
斎 藤 　 優
石 井 高 子

菅 生 善 作
遠 藤 兼 美
高 橋 隆 義
鷲 谷 康 之
村 井 幸 子
伊 藤 　 譲

小 林 武 夫
藤 原 敬 子
鷲 谷 智 鶴
小 林 金 美
伊藤美紀子

（平成14年４月１日付）�

△
△

△
△

△

★とき　　４月27日（土） 午後１時30分　　　★場所　　日本国花苑
★講師 秋田大学・笠原幸生教授と大学生、大学院生のみなさん
★対象 子どもからお年寄りまでどなたでも　　　　★参加費 無料
★持参するもの 水彩絵の具、筆、パレット、筆洗い用の水入れ、雑巾
★雨天のときは、小学校の体育館で行います。

一個の石を手にとってじっくり見たら、何かに見えませんか。

そしたら、その石がもっとそれらしく見えるように色を塗っていきます。

完成した石の動物たち。

「石ころたちの動物園」として苑内に展示します。

みんなでつくろう

「石ころたちの動物園」
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井川町スポーツ少年団空手道

20周年記念式典

井川町スポーツ少年団空手道がスポ少加盟20

周年を迎え、記念式典が町農村環境改善センタ

ーで行われました。佐藤秀弘主席師範、藤田卓

代表師範をはじめとする井川町空手道同好会が、

町のスポーツ少年団へ加盟したのがきっかけ。

この20年の間、空手道を通じて子どもたちの体

力的、精神的な強さを育み、国体代表選手を輩

出したほか、数々の大会で好成績をあげるなど

町スポーツ振興に大きく貢献しました。

おまかせください

無人ヘリコプター導入

「さくらスカイクラブ」で無人ヘリコプター

を導入しました。以前から注目されてきた無人

ヘリ散布ですが、町ではこれまで数回のデモ散

布を実施しており、今回、さくらスカイクラブ

の組織化により導入に至りました。さくらスカ

イクラブは現在会員４人。小武海洋一さん(新屋

敷)を代表に、湊雄孝さん(大倉)、伊藤一さん(上

村)、藤田大樹さん(新屋敷)で組織。この春から

依頼を受け、肥料･農薬散布活動を行おうと準備

に取りかかっています。

２/24
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男鹿南秋スポーツ少年団指導者連絡協議会

柔道交流大会

（会場：男鹿市／飛翔館・国安道場）

３/21

１年生の部

優　勝　白川　晃弘（田　中）

３年生の部

第３位　高橋　孝輔（新　間）

４年生の部

第３位　勝田　祥平（新屋敷）

５年生の部

第３位　石山みさと（街　道）

６年生の部

第３位　伊藤　誠也（今　戸）

スポーツ
の

結果です

おめでとう�
　ございます�

業�卒� 式�業�卒� 式�
●３月14日　井川小学校　55名�
●３月15日　井川中学校　55名�
●３月16日　こどもセンター　71名�



定年退職�

転職�
・�
退職�

転職�
・�
退職�

就　職�

こんなときに�
　　　届け出が必要です。�

国保�

老
人
保
険
制
度�

退職者医療制度�

会社員�
健康保険�

公務員�
共済組合�

船員�
船員保険�

ご自分がどの医療保険に�

入っているかご存知ですか？�

医療保険の流れは�

下記のとおりです。�

※国保加入者が職場の健康保険加�
　入者の被扶養者となるときは、�
　国保をやめることになるので、�
　国保へ届け出が必要です。�

届け出には�
これらが�
必要です。�

　会社を退職して年金を受�
けられる人と、その家族が�
加入します。�

今
ま
で
の
医
療
保
険
の
資
格
は�

そ
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。�

自営業�

この場合は14日以内に国保へ届け出を！�

次のようなときは、必ず14日以内に届け出をしてください。�

70
歳
に
な
っ
た
ら�

職
場
の
健
康
保
険�

転職�
・�
退職�

転職�
・�
退職�

定年退職�

職場の�
健康保険の�
任意継続�

他の市町村から転入してきたとき� 転出証明書、印かん�

こんなとき� 持参するもの�

健保の離脱証明書、印かん�

保護廃止決定通知書、印かん�

保険証、母子健康手帳、印かん�

外国人登録証明書�

保険証、印かん�

国保と健保の保険証、印かん�

保険証、保護開始決定通知書、印かん�

保険証、死亡を証明するもの、印かん�

保険証、外国人登録証明書�

年金証書、保険証、印かん�

保険証、印かん�

保険証、印かん�

保険証、身分を証明するもの、印かん�

保険証、印かん�

保険証、在学証明書、印かん�

他の健康保険などをやめたとき�

生活保護をうけなくなったとき�

子どもが生まれたとき�

外国籍の人が入るとき�

他の市町村へ転出したとき�

他の健康保険などに入ったとき�

生活保護をうけることになったとき�

死亡したとき�

外国籍の人がやめるとき�

退職者医療制度に該当したとき�

退職者医療制度に該当しなくなったとき�

住所、世帯主、氏名などが変わったとき�

保険証をなくしたり、よごれて使えなくなったとき�

長期出張などで別個の保険証がほしいとき�

修学のため、子どもが他の市町村に住むとき�

国
保
に
入
る
と
き�

国
保
を
や
め
る
と
き�

そ
　
の
　
他�

事故ゼロは　心のゆとりと　ゆずりあい�

平成14年度　春の全国交通安全運動�
４月６日（土）～15日（月）�

シートベルトを�
正しく着用して�
安全なドライブを�
楽しもう！�

４月�

総　　　務　　　課�

出　　　納　　　室�

情　　　報　　　課�

税　　　務　　　課�

町　民　課（戸籍）�

町　　　民　　　課�

健　　　康　　　課�

産　　　業　　　課�

農　業　委　員　会�

建　　　設　　　課�

水　　　道　　　課�

�

歴　史　民　俗　資　料　館�

教　育　委　員　会�

議　会　事　務　局�

16
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■■脳ドック■■

◇対象者 40歳から69歳までの方
（平成14年４月２日現在）

◇受診できない方
①以前に町の助成を受けて受診したことのある方
②ペースメーカーを装着している方
③人工関節･人工骨頭･義手･針治療の置き針などをし
ている方

④手術などにより、金属類で縫合している方
◇医療機関 秋田県立脳血管研究センター
◇費　　用 ①国保加入者　　１０，０００円

②国保以外の方　１５，０００円
◇募集人員 ①国保加入者　　２０人

②国保以外の方　３０人
◇募集期間 4月8日(月)から4月26日(金)まで
◇受 診 日 受診日は脳研センターより指定されます
◇検査内容 尿、血液(貧血･血清蛋白･脂質･糖尿病･肝機

能･腎機能)、ＭＲＩ検査、ＭＲＡ検査、頸
動脈超音波検査、心電図、眼底、胸部Ｘ線
検査

国保の保健事業の一環として、「脳ドック」「人間ドック」の受診希望者
を募集します。対象者は、検査結果を町に提供できる方です。提供いただ
いた検査結果は、保健士が行う健康相談や診療所での治療、疾病予防など
の健康管理に役立てます。

■■人間ドック （国保加入者の方のみが対象）■■

◇対 象 者 30歳から69歳までの方
（平成14年４月２日現在）

◇受診できない方
平成12年度から平成13年度までに町の助成を受け

て受診したことのある方
◇医療機関 ＪＡ秋田厚生連湖東総合病院
◇費　　用 １０，０００円
◇募集人員 国保加入の方のみ　男性５人

女性５人
◇募集期間 4月8日(月)から4月26日(金)まで
◇受 診 日 平成14年7月～平成15年2月まで

（受診希望月のみ指定できます）
◇検査内容 尿、身体測定、血圧、血液(貧血･脂質･血

糖･肝機能･腎機能)、心電図、眼底、胸部
Ｘ線検査、腹部超音波、各種癌検査(胃部･
婦人科)

「脳ドック」「人間ドック」のお申し込みは
役場健康課へ(有線４４３２℡８７４－４４１７)
受付時間は、月曜日から金曜日までの午前8時30分から
午後5時15分まで(休祭日を除く)

日
常
生
活
で
の
心
配
ご
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
月
一

回
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
、
町
民
生
児
童
委
員
・
社
会

福
祉
協
議
会
・
役
場
福
祉
担
当
が
お

受
け
し
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か

か
わ
る
こ
や
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
や
介
護
の
悩
み
な
ど
抱
え
込

ま
ず
に
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

◇
開
設
日

毎
月
第
３
火
曜
日

（
今
月
は
４
月
16
日
で
す
）

◇
時
　
間

午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で

◇
場
　
所

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
う
ゆ
う
」

◇
お
問
い
合
わ
せ

役
場
　
町
民
課
　
有
線
４
４
４
１

社
会
福
祉
協
議
会

有
線
４
４
４
０

５月から古新聞や雑誌などを、２カ月に１回資源ごみとして回収
することになります。新聞と折込み広告を一緒にして、必ず指定さ
れた紙ひもでしばってください。また雑誌などは新聞と一緒にせず
に紙ひもでしばって集積所へ出してください。

■品　目 古新聞…新聞、折込み広告
雑　誌…古雑誌、マンガ本、書籍など

■収　集 可燃ごみを月･木曜日に収集する地区は、
奇数月の第１土曜日（１、３、５、７、９、11月）

可燃ごみを火･金曜日に収集する地区は、
偶数月の第１土曜日（２、４、６、８、10、12月)

■収集時間 午前８時までに集積所へ
指定された紙ひもでないと回収できません

■購 入 先 町指定のごみ袋を売っている町内婦人会、商店、農協
■価　　格 １巻(60メートル)  １５０円

お問い合わせは、役場町民課へ
(有線４４４１　℡８７４－４４１６)

新聞･雑誌のごみ出しは
指定された“紙ひも”で

心
配
ご
と
常
設
相
談
所
の
開
設

脳ドック､人間ドックを
受けてみませんか



県では、県民の皆さんから県の施策
等について提言・要望等をお聴きし、
県政の推進に活かすことを目的に、平
成14～15年度県政モニターを募集し
ています。
■募集人員
・一般モニター　　　　　　100人
・インターネットモニター　150人

■任　期
平成14年６月１日～16年３月31日

■応募締切 平成１４年４月15日
★主な仕事、応募の資格、応募方法な
ど詳しくは、下記にお問い合わせくだ
さい。
秋田県総務部広報課広聴班
0 ８６０－１０７１

ＦＡＸ　８６０－１０７２
電子メｰル ：Koho@pref.akita.jp

母子寡婦福祉会は、母子家庭の親子
が安心して生活できるよう、互いに交
流・情報交換をしたり、助け合うとと
もに、国や県、町に諸施策の働きかけ
を行ったりしています。
子育てのこと、家庭生活のこと、女

性としての悩みなどを仲間と話し合う
ことにより、心が軽くなったり解決の
糸口が見つかったりすることもありま
す。会への加入を希望するかた、お問
い合わせは、役場町民課（有線４４４
１）へご連絡ください。
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人事院では、国家公務員採用Ⅰ種試
験、Ⅱ種試験（いずれも大学卒業程度）
の募集を行います。
■受付期間 ４月２日～５月９日
・郵送で申込む場合は

４月２日～５月９日
・窓口で直接申込む場合は

４月30日～５月９日
■試験日 Ⅰ種試験　６月９日

Ⅱ種試験　７月７日
申込用紙の請求や受験資格等の詳し

い内容については、下記にお問い合わ
せください。
人事院東北事務局　第二課試験係
0（022）221－2022

医療法人「正和会」では、下記によ
り標記講座を開催します。
■受講対象 全課程の受講が可能な人
■受講人員 50人
■研修日程 ４月26日～８月31日
■研修会場 正和会　会議室
■資　　格 全研修を修了した方には

修了証書、修了証明書が与えら
れ、ホームヘルパーとしての活
動ができます。

■受講料 35,000円
教材費は自己負担となります。

■申込み期間 ４月１日～４月15日
申込書の請求・問い合わせは、
「正和会」へ　0877－7110

今月のお知らせ�

◆県政モニター募集

◆井川町母子寡婦福祉会
会・員・募・集

◆国家公務員採用試験

◆ホームヘルパー２級
養成研修講座

――――――――――――――――――――
井川町役場　�018-874-4411
――――――――――――――――――――
ＵＲＬ　http://www.ikawa-town.com/
――――――――――――――――――――
E-mail ikawa＠seagreen. ocn. ne. jp
――――――――――――――――――――

３月～６月はカラスの営巣時期で
す。カラスが巣づくりのために運んだ
針金類が電線の裸部に接触・ショート
し停電事故となることがあります。
カラスの巣を発見次第お知らせくだ

さい。
地域のみなさまからの情報で事故の

未然防止に努めてまいります。
ご協力をお願いいたします。

（昨年は433個の巣を撤去しています）
【連絡先】
東北電力秋田営業所

0018－833－0151

電柱やトランスにカラスが巣を
作っていたら教えてください。

４月第２日曜日は「あきた・ビューテフ
ル・サンデー」。県民総ぐるみで「美し
いふるさとづくり」をすすめましょう。

春の火災予防運動
4月7日～13日

たしかめて。
火を消してから 次のこと

停電事故の未然防
止になります。

早く巣をつくらなきゃ

春春の街街をさわやかさわやかに
4月14日(日) 全町一斉清掃・河川クリーンアップ
午前5時30分～

○町内の側溝、カーブミラー、ガードレール、不法投棄箇所などの共同清掃。

地区集会所など共同利用の施設の清掃

○地域河川のクリーンアップ　○ねずみや衛生害虫の発生源の除去

○その他、地域の状況に応じて
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４日(木)

５日(金)

６日(土)

14日(日)

15日(月)

17日(水)

19日(金)

27日(土)

29日(月)

4月の�
小・中学校始業式

小学校入学式（10：00）

中学校入学式（13：30）

こどもセンター入園式（10：00）

全町一斉清掃・河川クリーンアップ

中学校授業参観・ＰＴＡ総会

循環器健診・肺がん・大腸がん・

婦人科検診（～25日）

小学校ＰＴＡ総会

中学校郡春季体育大会（～28日）

日本国花苑桜まつり（～５/６）

彫刻鑑賞会（11：00～､国花苑）

ワークショップ（13：30～、国花苑）

「石ころたちの動物園をつくろう」

全県選抜少年野球大会
（9：00､ 町営球場）

図書券が当たる

広報クイズ №130

◆今月の問題
春。日本国花苑ではたくさんの種類の桜

が咲きます。�気象台で桜の開花予報を出
すのは何という種類の桜ですか。�黄色の
花びらの桜は何といいますか。答は下から。
①ヤマザクラ ②ソメイヨシノ ③ウコン
④カンザン ⑤オオシマザクラ
◆応募の方法
ハガキに答､住所､氏名､年齢､世帯主名を記
入してください。
◆あて先
〒018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1
井川町役場　情報課　広報係
◆しめきり
４月18日（当日消印有効）
正解者の中から抽選で５人の方に図書券

をプレゼントします。
前回の答えは�さくら　�松　�やまど

りでした。当選者は下記のとおりです。
伊藤剛裕（八幡）、遠藤幸子（今戸）、藤原
真理子（さくら）、藤田明子（新屋敷）、遠
藤野歩（小今戸）さんに図書券をお送りし
ます。また応募してください。お手紙も待
っています。

すくすく学　級・乳児健診�

・健診の時は問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。�
・７カ月児は､離乳食指導がありますので､１時までに受付を済ませて下さい｡�

健　診　名�月　　日�

健　康　相　談�

母　子　健　康�
手　帳　交　付�

事　業　名�

９：00～�
　17：00�
�
健康センター�
�
�
９：30～�
　17：00

対　　　象　　　者� 内　　　　　　容� 受付・会場�

す　く　す　く�
学　　　級�

平成14年１月生まれ�
離乳について（試食）�
神経芽細胞腫の説明�

９：30～９：45�
健康センター�

乳　児　健　診�
平成13年４月・６月・�
９月・12月生まれ�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

13：00～13：30�
健康センター�

13：30～�
　14：00

受付時間�

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場�
会　　場�内　　　　　　　　容�

骨密度測定�
健康、栄養に関する相談など�

母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付�
保健指導、栄養指導�

わ　い　わ　い�
広　　　場�

乳幼児・親等が対象。みんなで遊び、�
情報交換、相談（栄養、歯他）もできます�

月　　日�

４月　１　日�
15日�
(月)

時　　間�

健康センター�
９：00～�
　12：00

食　生　活　改　善　学　級�
会　　場�内　　　　　　　　容�

・開講式　　・レクダンス�
・平成14年度事業計画�
・食生活改善指導員の活動について�

月　　日�

４月　５　日�
(金)

診　療　所�

三　種　混　合　予　防　接　種�
会　　場�対　　象　　者�

１期初回・13年4月1日～13年12月31日生�
　　　　・７歳６カ月未満で未実施の子�
�
１期追加・１期初回（3回）終了後６カ月�
　　　　　から1年６カ月経た子�
　　　　・７歳６カ月で未実施の子�

月　　日�

４月　８　日�
(月)�

５月　２　日�
(木)�

５月27日�
(月)

４月９日(火)

保健だより●４月分

ぼくたちむしばなかったよ

伊藤瑞姫ちゃん

（小　泉）

伊藤正晴ちゃん

（田　中）

安田夏音ちゃん

（寺　沢）

大山峻佑ちゃん

（街　道）

松田葉奈ちゃん

（新屋敷）

田中洸成ちゃん

（新屋敷）

小野真奈ちゃん

（さくら）

伊藤淳恵ちゃん

（上　村）

鷲谷太一ちゃん

（羽　立）

佐藤杏柚ちゃん

（羽　立）

小沢　海ちゃん

（田　中）

１歳６カ月児
健診でむし歯
のなかった子
どもたちです



浅　野　　烈さん（小今戸）

秋田西高校　３年

野球部
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いか
わっこ

の

このコーナーは、毎週水
曜日、有線放送の夜の定時
放送で放送されます。ひと
くち英会話のテキストとし
てご利用ください。

リチャードの
�

楽しい英語の�

時間です�
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今月はうわさの英語を勉強しましょう。�
�

　うわさ　　　　Rumor�
　結婚する　　　to get married�
　つまり　　　　in other words�
　ＡとＢの関係　the relationship between A and B�
　だんなさん　　husband�

�
Ａ：Hey,did you hear the rumor about Ms.Sato?�
　　ね、佐藤さんのうわさ聞いた？�
B：Oh, What rumor?�
　　え、どんなうわさ？�
Ａ：That she is getting married to Mr.Yoshida.�
　　吉田さんと結婚するうわさ。�
B：Oh.that one.It,s old.Then you don,t know the 

story, do you?�
　　あ、その話？　古いよ。じゃ、あの話知らないでしょ。�
Ａ：What? What story?�
　　え、何の話？�
B：um...I wonder if I should say...�
　　…どうしょうかな…�
Ａ：Come on,tell me?�
　　ねえ、おしえてよ！�
B：All right then, I,ll tell you:I heard that Ms.Sato 

already has a husband!�
　　じゃ、言うけど、佐藤さんにはだんなさんがいるん

だって！�
Ａ：Really? That means that the relationship 

between Ms.Sato and Mr.Yoshida?�
　　え！じゃつまり、佐藤さんと吉田さんの関係は…？�
�
英語がんばって！ See you next month!

�

伊藤なつ美さん（新屋敷）
私は、ファッション
デザイナーになりた
いです。

石山みさとさん（街道）
柔道でオリンピック
に行って、有名にな
りたい。

い
を
残
さ
な
い
で
グ
ラ
ン
ド
に
立
ち
た

い
。
そ
の
思
い
を
胸
に
春
休
み
期
間
中

も
休
み
な
く
、
白
球
を
追
い
か
け
ま
す
。

性
格
は
負
け
ず
嫌
い
と
言
う
浅
野
さ

ん
は
右
投
げ
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
。「
セ
カ
ン

ド
も
こ
な
し
ま
す
が
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
方

が
楽
し
い
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
は
そ
ん
な

に
な
い
か
も
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
派
っ
て

こ
と
に
…
」
と
野
球
好
き
の
笑
顔
。

「
自
分
が
投
げ
て
試
合
に
勝
っ
た
と

き
は
何
と
も
言
い
表
せ
な
い
く
ら
い
嬉

し
い
。
そ
の
分
、
負
け
試
合
は
本
当
に

く
や
し
い
。
だ
か
ら
次
こ
そ
っ
て
思
う

気
持
ち
が
つ
ら
い
練
習
に
耐
え
ら
れ
る

ん
だ
と
思
い
ま
す
」

「
目
標
は
」
と
の
質
問
に
、
間
を
置

か
ず
に
「
甲
子
園
、
行
き
た
い
で
す
」

と
答
え
た
瞳
に
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
ど
も
の
頃
か
ら
テ
レ
ビ
中
継
な
ど

で
見
慣
れ
た
野
球
。
小
学
生
の
頃
の
夏

休
み
こ
ど
も
大
会
、
は
じ
め
て
手
に
し

た
グ
ラ
ブ
の
感
触
が
嬉
し
く
て
、
幼
い

頃
か
ら
自
然
と
野
球
に
親
し
ん
で
い
ま

し
た
。
こ
う
語
る
浅
野
烈
さ
ん
は
こ
の

４
月
か
ら
３
年
生
。
今
年
の
夏
に
は
悔

伊藤壮大さん（中下村）
プロ野球選手になり、
三冠王になれるよう
がんばる。

伊藤　駿さん（今戸）
将来は消防士になっ
て人を助け出したい
です。

石井裕人さん（宇治木）
プロ野球選手になっ
てメジャーリーグで
プレーしたい。
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６００字で�

　　　ひとこと�

73

春

浅　野　真由美（今戸）

みんなのひろば

侶
や
友
人
の
温
か
さ
に
助
け
ら
れ
、
ど

う
に
か
切
抜
け
て
い
け
る
。
一
日
一
日

を
、
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
め
く
っ

て
ポ
イ
ッ
と
ま
る
め
て
捨
て
る
よ
う
に

送
っ
て
い
た
今
ま
で
の
自
分
。
い
つ
も

改
め
な
く
て
は
と
思
い
直
す
。
喜
怒
哀

楽
を
思
う
存
分
謳
歌
し
、
ど
ん
な
一
日

で
あ
れ
、
感
謝
の
念
を
い
だ
い
て
生
活

し
た
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ら
く
て
長
い

冬
の
あ
と
に
は
、
必
ず
春
が
訪
れ
る
と

い
う
こ
と
に
期
待
し
て
。
春
と
い
え
ば
、

小
学
生
の
時
の
ゴ
ム
ま
り
が
思
い
出
さ

れ
る
。
ま
り
つ
き
で
、

よ
く
遊
ん
だ
っ
け
。

春
の
陽
の
も
と
。

ら
れ
な
い
。
こ
の
〝
楽
〞
し
た
分
が
、

こ
れ
か
ら
の
天
候
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

の
で
は
な
い
か
と
、
米
を
作
っ
て
い
る

者
と
し
て
は
懸
念
す
る
の
で
あ
る
。
私

は
、
季
節
の
中
で
一
番
好
き
な
の
は
春

か
も
し
れ
な
い
。
に
が
て
な
冬
の
終
わ

り
に
や
っ
て
来
る
、
希
望
に
あ
ふ
れ
た

時
だ
か
ら
。
だ
か
ら
、
冬
の
き
び
し
さ

が
薄
か
っ
た
今
年
な
ど
、
こ
れ
で
い
い

の
、
も
う
春
を
迎
え
て
も
い
い
の
で
す

か
、
と
い
う
心
情
に
な
る
。

日
々
の
生
活
、
万
事
が
う
ま
く
い
っ

た
り
、
思
わ
ぬ
災
難
が
待
ち
受
け
て
い

た
り
、
い
つ
も
居
心
地
の
い
い
状
態
だ

っ
た
ら
ど
ん
な
に
よ
い
も
の
か
と
羨
ま

し
く
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
だ
が
、

窮
地
に
立
た
さ
れ
た
と
き
、
自
分
の
伴

寒
い
の
が
に
が
て
な
私
は
、
沖
縄
辺

り
に
で
も
移
住
し
た
い
も
の
だ
と
ふ
と

思
っ
た
り
す
る
。
そ
ん
な
私
で
も
今
季

の
冬
は
楽
だ
っ
た
。
肌
身
に
し
み
る
寒

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
車
の
運
転
も
い
つ
も

よ
り
、
滑
ら
か
だ
っ
た
。
だ
が
、
地

球
・
環
境
の
異
常
さ
を
感
じ
ず
に
は
い 健

や
け
く
あ
れ
よ
と
そ
ぼ
降
る
春
の
雨
音
な
き
亡
母

は

は

の
さ
さ
や
き
に
聞
く

啓
蟄
も
過
ぎ
て
温
も
り
日
々
増
し
て
ぶ
よ
蚊
の
一
群
上
下
に
舞
う
も

春
光
の
中
に
ひ
そ
け
し
農
協
の
合
併
成
り
て
空あ

き
し
建
物

町
民
が
苗
木
を
植
え
し
国
花
苑
花
ゆ
た
か
な
り
季
節
め
ぐ
り
て

紙
裁
ち
て
ひ
と
日
か
か
り
し
彼
岸
花
花
瓶
に
挿
し
て
出
来
具
合
見
る

雪
中
の
ハ
ウ
ス
に
日
脚
射
し
て
く
れ
ば
ほ
う
れ
ん
草
の
陽
に
向
き
て
伸
ぶ

雁
の
群
れ
田
に
せ
わ
し
な
く
動
き
お
り
渡
り
行
く
日
の
真
近
な
る
ら
し

多
民
族
混
在

こ
ん
ざ
い

国
家
故ゆ

え

志
気

し

き

な
し
と
戦
時
教
育
ま
じ
め
に
信
じ
き

歌
書
け
る
メ
モ
を
机
上
に
お
き
し
ま
ま
推
敲
は
遅
々
と
捗

は
か
ど

ら
ぬ
な
り

児
玉
千
代
子

渡
部
　
光
造

小
林
　
喜
作

伊
藤
　
陽
子

工
藤
　
美
穂

小
林
　
タ
ミ

伊
藤
ミ
ヤ
子

渡
部
　
廣
治

す
ず
き
い
さ
む

井川短歌会詠草

小
武
海
　
春は
る

香か

ち
ゃ
ん
（
１
歳
１
ヵ
月
）

父
・

立

さ
ん

羽
　
立（
母
・
文
恵
さ
ん
）

いつも元気一杯な春香

桜が咲いたら　国花苑へ

お花見に行こうね！
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�
　
３
月
に
入
り
、
暖
か
く
過
ご
し
や
す
い
日
々

が
続
い
て
い
た
の
だ
が
、
ど
う
も
体
調
が
す
ぐ
れ

な
い
。
気
の
せ
い
だ
ろ
う
と
な
ん
と
か
自
分
を
だ

ま
し
だ
ま
し
き
て
い
た
の
だ
が
、
が
ま
ん
も
い
よ

い
よ
限
界
。
よ
う
や
く
体
温
計
に
手
を
伸
ば
し
た

と
き
に
は
す
で
に
遅
し
。
39
度
の
表
示
に
体
温

計
が
壊
れ
た
も
の
と
さ
ら
に
悪
あ
が
き
。
な
く
な

く
病
院
で
診
察
し
て
も
ら
い
、
い
よ
い
よ
診
断
の

時
。「
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
影
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
肺

炎
で
す
」
ガ
ー
ン
！
そ
う
聞
か
さ
れ
る
と
症
状
が

何
倍
に
も
悪
化
し
た
よ
う
な
気
に
な
る
か
ら
不
思

議
な
も
の
。
健
康
を
過
信
し
ち
ゃ
ダ
メ
で
す
ね
。け

◇
春
。
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
。
私
も
平
成
六
年

に
広
報
担
当
と
な
っ
て
八
年
、
よ
う
や
く
卒
業
の

春
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
季
節
に
は
〝
い
つ
の
こ

ろ
だ
が
思
い
出
し
て
ご
ら
ん
　
あ
ん
な
こ
と
こ
ん

な
こ
と
あ
っ
た
で
し
ょ
う
〞
と
い
う
歌
が
自
然
に

口
を
つ
い
て
出
て
き
ま
す
が
、
今
は
ま
さ
に
実
感
。

広
報
と
い
う
仕
事
を
通
じ
て
多
く
の
人
と
出
会

い
、
感
動
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

町
が
ま
す
ま
す
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
町
の
人
を

応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
仕
事
と
向
き
合
っ

て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
大
勢
の
方
か
ら
励
ま
し

の
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ひ

編集雑記�

・人　口　男　2,914人（－　８　）�
　　　　　女　3,214人（＋　６　）�
　　　　　計　6,128人（－　２　）�
・世帯数　　　1,727戸（＋15）�
　(　）内は前年同月との比較�

人口などの動き�
　（３月１日現在）�

だ　よ　り�
（2／21～3／20)

慶　弔�

�
■環境改善センター………�
■歴史民俗資料館……………�
■町民体育館………………�
■町民武道館………………�
■町営野球場………………�
■赤沢スキー場……………�
■ふれあいスポーツ館………�
■定住促進センター……�
■日本国花苑施設…………�
■老人福祉センター……�
■ゴミ処理量…………………�
■し尿処理量………………�

�
957人（ 人)�
34人（ 537人)�

1,605人（ 人)�
670人（8,167人)�
0人（2,633人)�

634人（1,846人)�
664人（1,915人)�

1,865人（ 人)�
0人（ 人)�

1,857人（ 人)�
81t（ 895ｔ)�

115S（1,342S)

施設の利用状況（２月）�
(　)内は累計�

■地域福祉基金へ�

・大麦町内の升屋周一郎さんより亡母

ハギヱさんの香典返しとして３万円�

・寺沢町内の小玉昭夫さんより亡母　

ムメノさんの香典返しとして５万円�

・さくら町内の斎藤正仁さんより亡父

潔さんの香典返しとして５万円�

・大倉町内の伊藤三郎さんより亡父　

忠治さんの香典返しとして３万円�

　寄付されました。�

■桐ケ丘療護園へ�

・更生保護婦人会より清拭布120 枚の

縫製ボランティアがありました。�

“ありがとうございました”�

善　意�

■お誕生おめでとう�

牧野　優斗（英樹・恵美子・長男）さくら�

■ご結婚おめでとう（転入）�

　大高　　誠　田　中�
�榮田　美子　若美町　田　中（田　中)�

　伊藤　　崇　街　道�
�菅原真由美　昭和町　今　戸（街　道)�

■ご結婚おめでとう（転出）�

　鎌田　　匡　今　戸�
�伊藤　純子　男鹿市　男鹿市（男鹿市)�

■お悔やみ申し上げます。�

遠　藤　シイノ（91歳･金　子）小今戸�

伊　藤　忠　治（84歳･三　郎）大　倉�

松　田　ミチ子（56歳･征太郎）街　道�

伊　藤　　　光（76歳･　毅　）宇治木�

伊　藤　　　久（94歳･鋼太郎）横　岡�

山　　　敬　吉（73歳･本　人）井　内�

ユウ　ト　�

22,597
13,007
16,843

19,965

15,646
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子
供
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
る
。
草

の
上
を
走
り
回
る
か
さ
か
さ
と
い
う

足
音
、
は
ず
む
息
、
木
々
の
葉
を
そ

よ
が
せ
て
通
り
抜
け
る
風
の
音
、
す

べ
て
が
石
の
中
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。

手
の
よ
う
な
、
子
供
た
ち
を
囲
む
電

車
ご
っ
こ
の
縄
の
よ
う
な
柔
ら
か
な

曲
線
。
ひ
ょ
い
と
振
り
向
い
た
顔
が

大
き
な
口
を
あ
け
て
笑
っ
て
い
る
。

絶
妙
な
質
感
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
曲
線

の
リ
ズ
ム
に
彩
ら
れ
た
石
は
、
楽
し

げ
に
草
む
ら
を
走
り
抜
け
て
い
く
。

春
の
日
の
午
後
、
も
う
人
影
も
ま

ば
ら
に
な
っ
た
苑
地
に
た
た
ず
ん
だ
。

子
供
た
ち
が
敷
き
詰
め
た
石
の
動
物

達
に
囲
ま
れ
、「
電
車
ご
っ
こ
」
は
幼

い
日
の
懐
か
し
さ
を
た
た
え
て
迎
え

て
く
れ
た
。
自
然
の
中
に
こ
れ
ほ
ど

素
直
に
と
け
込
み
、
軽
や
か
な
調
べ

を
謳
う
の
は
、
荻
野
の
優
し
さ
が
溢

れ
る
ほ
ど
に
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
か

ら
な
の
だ
ろ
う
。

「
一
本
の
輪
の
中
に
広
が
る
何
の
わ
だ

か
ま
り
も
な
い
空
間
こ
そ
大
切
な
も

の
」

荻
野
の
語
る
率
直
で
明
快
な
言
葉
に

は
微
塵
の
気
負
い
も
な
い
。

か
つ
て
石
に
は
信
仰
や
伝
承
と
重

な
る
歴
史
が
あ
っ
た
。
異
界
の
力
を

封
じ
込
め
、
災
厄
を
防
ぐ
も
の
と
し

て
、
時
に
は
願
い
を
託
す
対
象
と
し

て
生
活
の
中
に
息
づ
い
て
い
た
。
荻

野
が
つ
く
り
だ
す
形
に
は
、
凝
縮
さ

れ
た
日
本
人
の
原
風
景
と
も
い
う
よ

う
な
、
そ
ん
な
不
思
議
な
造
形
の
魅

力
が
漂
う
。

今
、
日
溜
ま
り
に
遊
ぶ
子
供
た
ち

を
待
ち
続
け
る
「
電
車
ご
っ
こ
」
は

歴
史
の
中
に
育
ま
れ
た
独
特
の
自
然

観
を
秘
め
て
新
し
い
美
意
識
を
語
り

か
け
る
。
そ
し
て
な
だ
ら
か
な
丘
の

重
な
り
が
続
く
苑
地
は
そ
の
美
意
識

に
最
も
似
つ
か
わ
し
い
。

県
立
近
代
美
術
館
主
任
専
門
員
　
小
笠
原
　
光

荻野弘一／1954年新潟県に生

まれる。スペイン、イタリアに

て彫刻制作。現代日本具象彫刻

展、木内克大賞野外彫刻展、横

浜彫刻展、神戸須磨離宮公園現

代彫刻展外受賞多数。

桜の木の下で
電車ごっこ

（黒花こう岩、200×290×80㎝）

荻
おぎ

野
の

弘
こう

一
いち
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